
塙
副
委
員
長
か

ら
３
月
14

日
に
常

磐
線
全
線
開
通
に

向
け
交
渉
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も

健
康
、
安
全
問
題

に
取
り
組
ん
で
い

く
。組

織
強
化
・
拡

大
に
つ
い
て
労
働

組
合
の
必
要
性
。

安
全
輸
送
に
つ
い

て
労
働
条
件
の
改
善
。
職
場
か

ら
の
取
り
組
み
か
ら
２
０
春
闘

を
、
政
治
的
な
課
題
に
つ
い
て

挨
拶
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
、
渡
邊
副

委
員
長
か
ら
、
２
０
春
闘
に
つ

い
て
、
賃
上
げ
や
新
規
採
用
者

の
初
任
給
の
格
差
、
第
２
基
本

給
の
廃
止
を
求
め
て
い
る
。

組
合
の
必
要
性
で
は
、
会
社

か
ら
個
人
個
人
に
今
以
上
の
努

力
が
必
要
と
言
わ
れ
る
こ
と
で

競
争
へ
と
つ
な
が
る
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
希
望
地
、

職
種
に
丁
寧
な
説
明
を
本
社
に

通
じ
て
改
善
さ
せ
て
い
く
と
挨

拶
し
た
。

各
委
員
か
ら
、
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
賃
金
格
差
が
あ
り
、
機
械

化
、
Ｏ
Ａ
化
で
働
か
さ
れ
仕
事

に
つ
い
て
い
け
な
い
。

職
場
の
ほ
と
ん
ど
が
社
友
会

に
入
っ
て
い
る
。
過
半
数
代
表

選
で
は
若
手
社
員
と
の
交
流
を

取
り
組
ん
で
い
る
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
が
年
々
多
く

な
っ
て
い
る
。
本
体
職
場
に
国

労
が
少
数
で
あ
る
。

常
磐
線
全
線
運
転
再
開
へ
強

風
な
ど
遅
延
が
多
く
な
る
。
お

客
か
ら
の
苦
情
が
多
く
な
る
。

社
員
代
表
選
で
は
昨
年
、
代

表
に
な
り
執
行
委
員
会
な
ど
で

皆
と
学
び
あ
っ
た
。
組
織
拡
大

は
今
し
か
で
き
な
い
、
対
話
行

動
を
実
践
し
て
い
く
。

駅
周
辺
は
除
染
さ
れ
て
い
る

が
境
目
は
線
量
が
高
い
。
野
生

動
物
が
多
く
、
始
末
す
る
た
め

の
作
業
が
多
い
。
新
採
者
と
食

事
を
し
、
労
働
組
合
の
話
を
し

て
き
た
。

赤
沼
書
記
長
か
ら
春
闘
に
つ

い
て
、
エ
ル
ダ
ー
賃
金
の
底
上

げ
や
雇
用
先
は
Ｊ
Ｒ
と
し
て
責

任
を
持
た
せ
る
。
常
磐
線
全
線

開
通
に
向
け
不
安
解
消
、
組
織

強
化
拡
大
、
職
場
の
問
題
に
つ

い
て
現
場
で
声
を
上
げ
よ
う
と

集
約
し
た
。

第９号 こくろう みと ２０２０年３月２０日

仲
間
の
声
を
つ
か
も
う

国労水戸地方本部

水戸市中央1-１—11

ＥＮＹビル２Ｆ

029-221-4008
発行責任者 久保田重明

編集責任者 坂下 司

３
月
７
日
、
第
１
７
５
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
い

わ
き
労
働
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た
。

泉
執
行
委
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
資
格
審
査
よ
り

委
員
会
が
成
立
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
議
長
に
水

戸
地
区
分
会
の
皆
川
委
員
が
選
出
さ
れ
、
討
論
に
は

５
名
の
委
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

２
０
春
闘
を
は
じ
め
、
当
面
の
闘
う
方
針
が
確
立

し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず

国
労
へ
相
談
。

み
ん
な
で
楽
し
く

が
ん
ば
ろ
う
！
職

来

賓

紹

介

全
交
運
共
済

松
井

正
義

ア
ベ
ニ
ー
ル
株
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